
一 頁 
 

○ 総 務 省 告 示 第    号  

 電 波 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） 第 四 十 六 条 第 二 項 及 び 第 四 十 六 条 の

三 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 十 四 年 総 務 省 告 示 第 五 百 四 十 四 号 （ 高 周 波 利 用 設 備 の 型 式 に つ い て の

指 定 の 申 請 書 及 び 添 付 書 類 の 様 式 等 を 次 の よ う に 定 め る 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  令 和   年   月  日  

総 務 大 臣  武 田  良 太   

 

 次 の 表 に よ り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を 加 え る 。  



二頁 
 

 

改  正  後 改  正  前 

第二 添付書類の様式 

［１ 略］ 

 ２ 広帯域電力線搬送通信設備の場合 

第二［同左］ 

［１ 同左］ 

 ２ ［同左］ 

 ［様式略］ 

 注１ 施行規則第四十六条第一項の規定により型式についての指定を受けようとする場合の 

   記載は、次のとおりとする。 

 ［⑴～⑷ 略］ 

 ［様式同左］ 

 注１ ［同左］ 

 

 ［⑴～⑷ 同左］ 

  ⑸ １０の欄は、漏えい電波の抑圧及び安全対策について、設計上特に考慮した事項その 

   他参考となる事項を記載すること。特に、広帯域電力線搬送通信設備以外の機能を有す 

   る設備にあっては、広帯域電力線搬送通信設備の機能のみを停止することが可能である 

    旨を記載すること。 

  ⑸ １０の欄は、漏えい電波の抑圧及び安全対策について、設計上特に考慮した事項その 

   他参考となる事項を記載すること。 

 

［⑹～⑻ 略］ ［⑹～⑻ 同左］ 

 ⑼ 該当欄に全部を記載することができない場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載  

  し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。特に、広帯域電力線搬送通信設 

  備以外の機能を有する設備にあっては、広帯域電力線搬送通信設備の機能のみを停止す 

    ることが可能であることを示すための回路図等を別紙に記載すること。 

 ⑼ 該当欄に全部を記載することができない場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載  

  し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。 

 

備 考 表 中 の ［ ］ の 記 載 は 注 記 で あ る 。 

 

 

 

 


